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港
新
聞
３
面
川

１
０
１
５
０
３

奥

藤

口

尚

尚

児
童
福
祉
に
情
熱
燃
や
す

古
谷
さ
ん
の
姿
誇
ら
し
い

（
田
中
２
・

代
女
性
）

子
供
た
ち
の
成
長
支
え
た

い
！

と
児
童
養
護
施
設
の
保

育
士
と
し
て
働
く
古ふ

る

谷や

拓
郎
さ

ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
記
事

（
前
号
１
面
）
に
感
動
し
ま
し

た
。
国
の
支
援
が
不
充
分
な
た

め
、
施
設
の
運
営
や
自
分
た
ち

の
生
活
さ
え
覚お

ぼ

束つ
か

な
い
中
で
、

他
の
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
ど

の
子
に
も
家
庭
の
味
を

と
一

人
ひ
と
り
に
愛
情
を
注
ぐ
姿

は
、ま
る
で
宝
石
の
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
若
者
が
港
区
に
い
る
こ

と
が
誇
ら
し
く
、
ま
た
日
本
の

未
来
に
も
希
望
が
持
て
そ
う
に

思
え
ま
し
た
。

港
の
若
者
た

ち

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
・
タ
イ

ト
ル
も
素
敵
で
す
。
今
後
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

若
者
た
ち
に
勇
気
貰
う

（
弁
天
５
・
男
性
）

俺
は
現
場
仕
事
が
好
き

や
！

（
前
々
号
１
面
）
も
最

高
で
し
た
が
、
今
回
の

子
供

た
ち
の
成
長
支
え
た
い
！
（
前

号
１
面
）
も
負
け
ず
劣
ら
ず
素

晴
ら
し
い
記
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
港
区
の
頑
張
っ
て
い
る
若

者
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
紹

介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
私
の
よ
う

な
五
十
を
過
ぎ
た
人
間
も
大
い

に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
特
に

若
い
人
に
読
ま
せ
た
い
で
す

ね
、
メ
ー
ル
や
パ
ソ
コ
ン
で
は

な
い
新
聞
の
活
字
を
。
活
字
っ

て

活
き
た
字

と
書
き
ま
す

が
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
一
字

一
字
が
活
き
て
い
ま
し
た
。
頑

張
っ
て
下
さ
い
！
港
新
聞
社
。

リ
ア
ル
な
支
援
報
告
に

原
発
考
え
さ
せ
ら
れ
た

（
田
中
１
・

代
男
性
）

叫
ん
で
い
い
と
も
！
の
大

野
ひ
ろ
子
さ
ん
の
リ
ア
ル
で
詳

細
な
支
援
報
告（
前
々
号
２
面
）

に
読
み
入
り
ま
し
た
。
中
で
も

牛
乳
を
牧
草
地
に
捨
て
た

仲
間
が
原
発
を
恨
み
つ
つ
命

を
断
っ
た

私
は
こ
こ
に
残

っ
て
大
地
をよ

甦み
が

らえ

せ
る
闘
い
を

続
け
る

な
ど
福
島
農
民
の
生

の
声
に
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
危
険

な
物
が
地
震
国
に
五
十
以
上
も

造
ら
れ
た
の
か
、
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
へ
行
け

な
い
私
た
ち
に
代
わ
っ
て
危
険

な
地
へ
赴お

も

かむ

れ
、
貴
重
な
事
実

を
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
大
野
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

自
分
よ
り
人
の
こ
と
思
う

西
山
さ
ん
体
験
に
胸
熱
く

（
池
島
２
・

代
女
性
）

戦
争
体
験
（
毎
号
８
面
）は

欠
か
さ
ず
読
ん
で
い
ま
す
が
、

西
山
政
利
さ
ん
の
体
験（
八
、九

月
号
）か
ら
は
、平
和
の
尊
さ
や

戦
争
の
愚
か
さ
だ
け
で
な
く
、

昔
の
方
の
心
の
温
か
さ
も
学
び

ま
し
た
。
自
分
が
耐
え
る
だ
け

で
も
精
一
杯
の
は
ず
の
演
習
演

習
の
毎
日
で
、
弱
い
古
参
兵
や

可
哀
想
な
部
下
を
助
け
て
あ
げ

た
こ
と
。
南
方
転
属
や
満
州
残

留
に
な
ら
な
く
て

運
が
よ
か

っ
た

と
思
う
だ
け
で
な
く
、

自
分
よ
り
悲
惨
だ
っ
た
南
方
転

属
者
や
満
州
残
留
者
に

申
し

訳
な
い

と
頭
を
下
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
自
分
よ
り
人
の
こ

と
を
思
う
心
が
伝
わ
っ
て
き
て

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
人

が
増
え
て
い
る
中
で
、
人
間
関

係
の
在
り
方
を
教
え
て
く
れ
る

戦
争
体
験

は
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
も
の
申
す

（
池
島
・
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

歳
）

内
閣
を
支
持
し
ま
す
か

と
問
う
が
、
出
来
た
ば
か
り
で

何
の
仕
事
も
し
て
な
い
の
に
何

を
答
え
ろ
と
い
う
の
か
。
新
聞

の
世
論
調
査
。
そ
れ
も
た
っ
た

千
二
百
人
位
の
回
答
。
因ち

な

み
に

朝
日
が
支
持
率
五
三

で
最

低
、日
経
が
六
七

だ
そ
う
だ
。

国
会
中
継
を
視
て
も
地
元
有
権

者
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

世
論
や
ら
人
気
を
気
に
し
な
い

で
自
論
を
展
開
す
る
政
治
家
が

い
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
も
こ
れ

も
メ
デ
ィ
ア
が
推
進
し
た

世

論
政
治

選
挙
優
先
の
風
潮

の
せ
い
だ
。
国
政
・
地
方
自
治

体
問
わ
ず
投
票
率
は
低
下
の
一

途
。
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
と
義
務

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

を
改
め
て
考
え
て
貰も

ら

い
た
い
。

歌
唱
抜
群
川
奈
ル
ミ
さ
ん

ぜ
ひ
紅
白
に
出
て
ほ
し
い

（
区
内
・
飲
食
店
マ
マ
）

み
な
と
区
人
物
列
伝

の

川
奈
ル
ミ
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
前
号
ま
で
７
面
）
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
で
何
度
も
生
の
歌
声
を
聴
い

て
き
ま
し
た
が
、歌
の
う
ま
さ
、

圧
倒
的
な
迫
力
と
表
現
力
は
、

紅
白
に
出
て
い
る
ど
の
歌
手
に

も
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
港
新

聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
こ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
苦
労
話
な

ど
も
知
り
、
よ
け
い
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ヒ
ッ
ト
を
飛

ば
し
、
紅
白
に
出
場
し
て
ほ
し

い
。
素
敵
な
記
事
に
フ
ァ
ン
と

し
て
感
謝
し
ま
す
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

■
あ
ゆ
み
福
祉
バ
ザ
ー

十
一

月
三
日
（
木
・
祝
）
十

十
五

時
（
雨
天
な
ら
六
日
）
、
あ
ゆ

み
作
業
所
（
築
港
三

一
〇

一
八
、天
保
山
公
園
南
向
か
い
）

で
。
物
品
提
供
な
ど
の
支
援
歓

迎
。
同
作
業
所
は
主
に
知
的
障

害
者
が
通
所
す
る
定
員
二
十
人

の
指
定
生
活
介
護
事
業
所
。
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
働
き
、
暮

ら
し
、
社
会
参
加
で
き
る
サ
ポ

ー
ト
施
設

と
し
て
活
動
。

六
五
七
二
・
〇
七
一
四
。

■
健
康
ま
つ
り

十
月
三
十
日

（
日
）
十
時
か
ら
磯
路
中
央
公

園
で
。
区
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
毎
秋
開
催
さ
れ
二
十
五

回
目
。
多
彩
な
舞
台
発
表
や
一

杯
の
出
店
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
も
。

六
五
七
一

五
五
九
四
港
医
療
生
協
。

■
港
合
同

交
流
秋
ま
つ
り

十
月
十
六
日
（
日
）
十

十

五
時
頃
、
田
中
機
械
（
南
市
岡

三

六

二
六
）
構
内
で
。
労

働
者
と
地
域
住
民
が
集
う
秋
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
。三
十
三
回
目
。

歌
、
踊
り
、
争
議
支
援
バ
ザ
ー
、

屋
台
、
ビ
ン
ゴ
、
飛
び
入
り

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
。入
場
無
料
。

主
催
は
港
合
同
と
も
ち
つ
き
実

行
委
。共
催
は

み
な
と
。

六
五
八
三

四
八
五
八
。

■
港
の
つ
ど
い

広
げ
よ
う

仲
間
の
輪
を
！
子
ど
も
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
学
校
園
を
！
守
ろ

う
憲
法
九
条
と
平
和
を
！

を

合
言
葉
に
港
・
大
正
・
西
区
の

幼
・
小
・
中
教
職
員
や
地
域
の

人
々
が
交
流
し
、
教
育
や
平
和

を
考
え
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
四

十
二
回
目
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
バ
ザ
ー
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
土
佐
拓
也
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
も
。
十
月
二
十
日
（
木
）

十
七
時
四
十
五
分

十
九
時

半
、
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
。
入

場
無
料
。
主
催
は
大
阪
市
学
校

園
教
職
員
組
合
港
支
部
。

六

五
八
一

四
五
四
四
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

は
平
凡
で
し
た
が
、
嬉
し
か
っ

た
の
は
子
や
孫
が
生
ま
れ
た

時
。
私
た
ち
は
不
充
分
な
が
ら

も
何
と
か
や
っ
て
い
け
ま
す

が
、
気
に
な
る
の
は
子
や
孫
の

世
代
。首
相
が
頻
繁
に
変
わ
り
、

景
気
も
良
く
な
ら
ず
、
日
本
の

行
く
末
が
心
配
で
す

と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
八
十
代
女
性
は

港
区

に
生
ま
れ
育
ち
、
女
工
と
し
て

働
き
、空
襲
に
も
遭あ

い
ま
し
た
。

沖お
き

仲な
か

仕し

の
夫
は
よ
く
働
き
、
五

年
前
に
他
界
し
ま
し
た
が
、
家

と
年
金
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
お
陰
様
で
健
康
で
、
地
蔵

盆
の
踊
り
に
は
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

各
校
下
で

敬
老
祝
い

敬
老
の
日
の
九
月
二
十
三
日

を
中
心
に
区
内
で
お
祝
い
行
事

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
港
区
全

体
で
一
万
二
千
六
百
十
二
人

（
七
十
歳
以
上
、
昨
年
よ
り
二

百
九
十
九
人
増

港
区
地
域
振

興
会
女
性
部
調
べ
）
が
長
寿
を

祝
福
さ
れ
、
長
年
の
社
会
貢
献

に
敬
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
齢
者
の
力
生
か
し
て

こ
の
う
ち
十
九
日
に
南
市
岡

小
学
校
で
行
な
わ
れ
た

敬
老

お
祝
い
大
会
（
南
市
岡
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
）
に
は
約

三
百
人
が
参
加
。
楠く

す

暉あ
き
ら・
同
地

区
社
協
会
長
が

南
市
岡
の
七

十
歳
以
上
は
五
百
六
十
五
人
。

昨
年
よ
り
十
一
人
増
え
、
女
性

が
約
百
人
多
か
っ
た
。
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
今
後
も

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

、
田

端
尚ひ

さ

伸の
ぶ

港
区
長
は
港
区
で
も

高
齢
者
が
四
分
の
一
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
経
験

や
知
識
を
継
承
す
る
こ
と
が
地

域
の
絆
を
強
め
る
、四し

野の

宮み
や

康

子
南
市
岡
小
校
長
は
子
ど
も

が
挨
拶
し
な
か
っ
た
ら
声
を
か

け
、
人
の
繋つ

な

が
り
の
大
切
さ
に

気
付
か
せ
て
や
っ
て
下
さ
い

と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
同

校
児
童
が
金
婚
夫
婦
三
組
に
記

念
品
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

●
心
づ
く
し
の
出
し
物

第
二
部
で
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
司
会
で
心
づ
く
し
の
出
し
物

が
次
々
と
登
場
。
児
童
の
群
読

と
合
奏
、
生
涯
学
習
ル
ー
ム
の

コ
ー
ラ
ス
、
各
町
会
代
表
の
民

謡
・
踊
り
・
歌
謡
曲
、
小
学
校

教
頭
の
演
歌
替
え
歌
、
会
場
も

一
体
の
総
踊
り
な
ど
に
拍
手
と

笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
場
者
の
世
話
を
す
る
女
性
、

舞
台
袖そ

で

で
音
響
な
ど
に
汗
を
流

す
青
年
、
鉢
植
え
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
す
る
児
童
な
ど
の
姿
か
ら

は
、
地
域
挙
げ
て
の
高
齢
者
へ

の
敬
意
が
窺う

か

えが

ま
し
た
。

●
次
世
代
の
生
活
が
心
配

金
婚
夫
婦
の
祝
い
を
受
け
た

福
本
定
男
さ
ん

は
タ
ン
カ

ー
船
長
と
し
て
定
年
ま
で
勤
め

上
げ
、
今
は
年
金
生
活
。
妻
の

京
子
さ
ん

は

夫
婦
生
活

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月
第

二
・
第
四
土
曜
（
十
月
は
第
五

土
曜
の
二
十
九
日
、
十
一
月
は

十
二
、
二
十
六
日
）
十
五

十

八
時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁

天
四

一
〇

二
六
、

六
五

七
二

一
一
六
五
。

地
域
挙
げ
て
の
も
て
な
し
が
温

か
か
っ
た

南
市
岡
敬
老
お
祝

い
大
会
（
写
真
は
南
市
岡
小
学

校
２
年
生
児
童
に
よ
る
合
奏
）

八
幡
屋
商
店
街
で
東
北
物
産
販
売

買
い
物
で
被
災
地
を
支
援

し
よ
う

と
九
月
二
十

二
十

七
日
、
八
幡
屋
商
店
街

ほ
の

ぼ
の
プ
ラ
ザ

で
東
北
物
産
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ン
ナ

カ
オ
ウ
ヤ

と
題
さ
れ
た
こ
の
取
り
組
み
は

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

障
害
者
福
祉
施
設
の
授
産
品
を

都
市
部
で
販
売
す
る
こ
と
で
、

施
設
の
経
営
や
障
害
者
の
生
活

を
支
え
よ
う

と
の
企
画
会
社

の
呼
び
か
け
に
諸
団
体
が
賛
同

し
て
実
現
。
港
区
で
は
港
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
販
売
な
ど
を

担
当
、
八
幡
屋
商
店
街
が
場
所

提
供
で
協
力
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ザ
内
に
は
宮
城
・
岩
手

・
福
島
・
山
形
の
四
県
・
十
五

施
設
で
作
ら
れ
た
菓
子
、
食
品

な
ど
二
十
九
品
目
が
百

千
円

で
陳
列
さ
れ
、
期
間
中
に
延
べ

四
百
三
十
五
人
が
購
入
、
五
十

二
万
円
超
の
売
り
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。

◆

協
力
で
き
嬉
し
い

二
十
四
日
朝
、
チ
キ
ン
カ
レ

ー
な
ど
五
千
円
超
を
買
っ
た
赤

木
俊
彦
さ
ん

（
池
島
）
は

被
災
地
で
は
私
の
出
生
地
で

あ
る
い
わ
き
市
が
気
に
な
り
ま

す
。
こ
ん
な
形
で
支
援
出
来
て

嬉
し
い

。
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム

な
ど
を
買
っ
た
松
田
良
美
さ
ん

（
市
岡
）は

現
地
へ
行
け
な
い

の
で
水
や
電
気
の
無
駄
を
な
く

す
な
ど
出
来
る
事
で
協
力
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
来
る

こ
と
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き

た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東
北
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ

た
食
品
な
ど
が
売
ら
れ
、
賑
わ

っ
た
ミ
ン
ナ

カ
オ
ウ
ヤ

港 新 聞敬老・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 土曜日敬老・催し・読者


